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誕 生 日 お め で と う

北村 結愛
２９．１．２１

武元 碧花
２５．１．８

木場 瑛崇
２７．１．１６

藤岡 蓮斗
２５．１．１７

永山 暖
３０．１．２２

１～３日 年始の休み

１６日 交通安全教室
１７日 誕生会&バイキング給食
１８日 歯っぴい教室
２４日 お店屋さんごっこ

第４６回
はっぴょう会

大きな拍手ありがとうございました

良いお年をお迎えください
平成 30年も残すところ、1週間。

この１年、多くの来園者の視察、県

外での発表。さらに新園舎の建設に

伴う出来事など、あわただしくもあ

りましたが、充実した日々を過ごす

ことができました。いよいよ新年の

4 月、新しい場所・新しい園舎での
保育が始まります。多くの方々の大

きな期待も感じています。これまで

以上に、保育・幼児教育に、真摯に

取り組む覚悟ですので、変わらぬご

支援をお願いいたします。

福島県から、２つの町の教育長先生が来園！
６月に、園長が福

島県棚倉町へ訪問

する機会がありま

したが、今回は来

園してくださいま

した。棚倉町は、

小中高校のキャリア教育（生涯にわたり学びを深める教育）の推進で、文部科学

大臣賞を受賞しています。そこに、つるみね保育園が推進している幼児教育を連

携させることで、さらに充実した内容になるはずだと関心を持たれています。大

げさに言うと、こ

の連携が、日本の

新しい教育システ

ムの基本になって

いくのでは？！

棚倉町教育長より→

「舞台で泣く子がいなくて驚いた！」「我が子の成長を感じた。」「多くの人の前で堂々とプレゼンする５歳児に感動し
た。」「楽しく劇をやっている。」「ビデオで振り返りながら職員の配慮を感じた。」「新園舎での開催が今から楽しみ。」
など、職員のさらなるモチベーションアップにつながる多くの言葉が届きました。園児の進行役の日常化、朝の活動
や誕生会などで発表する機会、多くの外部者が来園されることで、アウトプット活動が日常的に多いことが、園児が
発表や表現を楽しむという基礎を培っていると実感しています。これからも普段の保育を創意工夫して、さまざまな
未来力を育てていきたいと強く感じる行事になりました。（ホームページの月報欄で見ると、写真は鮮明です。）
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☆たけもと あおかちゃん （H２５.１ .８）
朝の会や活動の進行係を喜んでしています。。
製作が大好きで、細かいところまで丁寧にやっています。

☆ふじおか れんとくん （H2５.1.17)
畑になっている野菜を大切に育てています。

遊具遊びが大好きで、滑り台で楽しく遊んでいます。

☆こば てるたかくん （H２７.１ .１６）
デジタルタイムは pepper と踊ることを楽しんでいます。
友だちが困っていると声をかけ、助けてくれます。

☆きたむら ゆあちゃん （H29.1.21)
手遊びや歌に合わせて、体を上手に動かすことができます。

お友だちと遊んだり、話をしたりする事を楽しんでいます。

☆ながやま だんくん （H30.1.22）
食べることが大好きで、手づかみ食べを喜んでしています。

一人で立つことができ両手を離す姿も見られるようになりました。

時折、寒さを感じるようになっていますが、子どもたちは、元気

いっぱい遊び回る姿を見せています。また、運動会、発表会と、大

きな行事が過ぎ、たくましく成長している姿に、大きな喜びを感じ

ることもできています。いろんな場面で、保護者の皆さんにご協力

ご支援をいただき、平成３０年も、あとわずかとなりました。新年

も、子どもたちのさらなる成長のため、尽力していきますので、よ

ろしくお願いします。皆様、良いお年をお迎えください。

2018/12/2５ 高野 理加

１２月２１日


